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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年11月期第３四半期 4,008 20.4 121 － 134 － 67 －

2023年11月期第３四半期 3,328 △4.3 △20 － △21 － △20 －

（注）包括利益 2024年11月期第３四半期 82百万円（－％） 2023年11月期第３四半期 △22百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年11月期第３四半期 15.19 －

2023年11月期第３四半期 △4.72 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年11月期第３四半期 5,461 3,464 63.4

2023年11月期 5,568 3,404 61.1

（参考）自己資本 2024年11月期第３四半期 3,464百万円 2023年11月期 3,404百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年11月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2024年11月期 － 0.00 －

2024年11月期(予想) 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,563 21.9 108 32.7 108 42.6 76 62.3 17.22

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2024年11月期第３四半期の連結業績（2023年12月１日～2024年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2024年11月期の連結業績予想（2023年12月１日～2024年11月30日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年11月期３Ｑ 4,424,800株 2023年11月期 4,424,800株

②  期末自己株式数 2024年11月期３Ｑ 341株 2023年11月期 341株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年11月期３Ｑ 4,424,459株 2023年11月期３Ｑ 4,424,459株

※  注記事項

(注)詳細については、四半期決算短信（添付資料）８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四

半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧

ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、個人消費に持ち直しの動き

が見られ、各種政策の効果もあって、景気は緩やかに回復しております。一方、欧米における高い金利水準の継続

や中国の不動産市場の停滞に伴う影響など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっており、

物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

　当社グループが事業を展開する生鮮流通業界においては、人口減少等の社会課題を背景にＤＸ（デジタルトラン

スフォーメーション）への積極的な投資や、企業の統合・再編等の動きが強まっており、事業環境は大きく変化し

ております。スーパーマーケットを中心とした小売量販店では、長引く物価高から消費者の節約志向を捉え、ＰＢ

（プライベートブランド）商品の開発や価格訴求力の高い商品の値下げ、高付加価値型ＰＢ商品の展開等、各社

様々な手法により事業拡大に取り組みながら、ＡＩ技術を活用した需給予測や自動発注システム、レジを無くした

自動決済システム等への投資、移動販売やＥＣ販売、スマートストアなど、様々な販売形態の展開により、店舗運

営の効率化と消費者の多様なニーズへの対応を進めております。また、中間流通業においても、物流の2024年問題

への対応として、ＡＩ技術を活用した配車システム等への投資や、事業者間の提携を踏まえた共同輸送、モーダル

シフト等、配送の効率化に取り組む動きがみられます。国内の農業・生産サイドにおいては、生産者の高齢化や異

常気象による主要産地からの農産物の供給不足が懸念される中、ＩｏＴ機器やＡＩ技術への投資により、農作業の

効率化・省力化や農産物の収穫量強化、調達の安定化等、社会課題への解決に向けた取り組みが進んでおります。

　このような環境において、当社グループは、既存事業の収益基盤を強化しつつ、社会課題の解決に向けて、生鮮

分野において環境に配慮した持続可能な流通に貢献する「小商圏」、「地域活性化」を軸としたビジネスの展開に

注力してまいりました。オペレーション支援事業の各種サービスの取扱高は堅調に推移し、農業支援事業において

は、天候不順などの影響を受けながらも主要取扱商材の販売強化に取り組み、増収増益となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は40億８百万円（前年同期比20.4％増）、営業利益は１億21百

万円（前年同期は営業損失20百万円）、経常利益は１億34百万円（前年同期は経常損失21百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は67百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失20百万円）となりました。

　セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

（オペレーション支援事業）

　「輸入青果物サプライチェーン事業」は、内部業務分担の見直しや新規受託業務の受け入れの安定化など、新た

な業務受託体制の構築を行い、並行しながら新規顧客獲得と受託業務拡大の営業に取り組んでまいりました「生鮮

MDシステム事業」は、新規顧客及び大手量販店グループ企業各社への導入を推進しながら、新技術への対応に投資

を行ってまいりましたが、一部システムの開発は要件の見直しや技術上の課題の解決に時間を要したため、計画に

対し遅れが生じました。また、昨今の物価高と人件費の上昇等により、システムの運用・保守コストが高まる中、

システム利用料金の改定を行い、収益の改善を図ってまいりました。「青果売場構築支援事業」は、バックオフィ

ス業務の効率化を行いながら、営業体制を強化し、新規顧客の獲得、導入店舗の拡大に取り組み、サービス取扱高

は堅調に推移いたしました。地場野菜の調達支援サービス「es-Marché」は、新規顧客獲得に向けて営業の強化を行

いながら、効率的なサービス運営体制の構築に取り組んでまいりました。小売量販店の売上増加に伴い、サービス

取扱高は堅調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は26億５百万円（前年同期比14.1％増）、セグメント利益は８億94百万円（同20.4％増）と

なりました。

（農業支援事業）

　「りんご・国産青果物販売事業」については、天候不順などの影響により令和５年産のりんご集荷数量が不足し

ておりましたが、次年度産のりんごの集荷に向けて、生産者との関係強化や自社農園の整備等の取り組みを進めて

まいりました。また、主要取扱商材であるさつまいもの調達・販売の強化に取り組み、またその他の国産青果物に

ついても、利益率の高い商材の販売に取り組んでまいりました。「有機農産物販売事業」については、輸入有機商

材の取扱高が増加し、伸長する一方、天候不順などの影響により国産商材の調達が安定せず、仕入れ体制の強化に

取り組んでまいりました。

　以上の結果、売上高は14億２百万円（前年同期比34.3％増）、セグメント損失は59百万円（前年同期はセグメン

ト損失83百万円）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

① 資産の部

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末と比べて１億７百万円減少し、54億61百万

円（前連結会計年度末比1.9％減）となりました。

　内訳としては、流動資産が38億97百万円（同9.2％減）、固定資産が15億63百万円（同22.5％増）となりました。

　流動資産の主な減少要因は、現金及び預金が７億16百万円減少したことによるものです。

　固定資産の主な増加要因は、ソフトウエア仮勘定が２億33百万円増加したことによるものです。

② 負債の部

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末と比べて１億68百万円減少し、19億96百万

円（同7.8％減）となりました。

　内訳としては、流動負債が13億56百万円（同1.7％増）、固定負債が６億40百万円（同23.0％減）となりました。

　流動負債の主な増加要因は、買掛金が54百万円増加したことによるものです。

　固定負債の主な減少要因は、長期借入金が２億２百万円減少したことによるものです。

③ 純資産の部

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末と比べて60百万円増加し、34億64百万円

（同1.8％増）となりました。

　この結果、自己資本比率は63.4％となりました。

　その主な増加要因は、利益剰余金について、配当により22百万円減少した一方、親会社株主に帰属する四半期純利

益を67百万円計上したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年１月12日の「2023年11月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,902,549 2,186,422

売掛金 808,015 1,314,340

有価証券 99,996 99,974

商品及び製品 267,591 63,947

仕掛品 4,240 16,128

原材料及び貯蔵品 5,936 6,414

その他 204,637 210,378

貸倒引当金 △136 △207

流動資産合計 4,292,829 3,897,398

固定資産

有形固定資産 167,946 163,182

無形固定資産

ソフトウエア 242,946 269,918

ソフトウエア仮勘定 275,142 508,962

無形固定資産合計 518,089 778,881

投資その他の資産

その他 730,904 760,907

貸倒引当金 △140,812 △139,208

投資その他の資産合計 590,091 621,699

固定資産合計 1,276,126 1,563,762

資産合計 5,568,956 5,461,161

負債の部

流動負債

買掛金 539,564 594,165

短期借入金 50,000 －

１年内返済予定の長期借入金 299,169 270,012

未払法人税等 30,154 49,795

賞与引当金 － 51,230

その他 414,170 390,870

流動負債合計 1,333,059 1,356,073

固定負債

長期借入金 489,969 287,460

退職給付に係る負債 298,622 312,724

資産除去債務 31,862 32,098

関係会社事業損失引当金 4,447 4,447

その他 6,412 3,545

固定負債合計 831,313 640,276

負債合計 2,164,373 1,996,349

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,721,514 2,721,514

資本剰余金 618,777 618,777

利益剰余金 53,478 98,584

自己株式 △557 △557

株主資本合計 3,393,212 3,438,318

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,719 13,154

退職給付に係る調整累計額 13,090 13,338

その他の包括利益累計額合計 11,371 26,493

純資産合計 3,404,583 3,464,811

負債純資産合計 5,568,956 5,461,161
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日)

売上高 3,328,320 4,008,023

売上原価 2,105,358 2,573,779

売上総利益 1,222,962 1,434,243

販売費及び一般管理費 1,243,563 1,313,102

営業利益又は営業損失（△） △20,601 121,141

営業外収益

受取利息 1,602 1,827

受取配当金 12,012 13,158

その他 1,138 2,504

営業外収益合計 14,752 17,490

営業外費用

支払利息 5,659 3,575

貸倒引当金繰入額 10,000 -

その他 75 75

営業外費用合計 15,734 3,650

経常利益又は経常損失（△） △21,583 134,980

特別損失

関係会社株式評価損 - 20,000

特別損失合計 - 20,000

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△21,583 114,980

法人税等 △690 47,752

四半期純利益又は四半期純損失（△） △20,892 67,228

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△20,892 67,228

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △20,892 67,228

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,200 14,874

退職給付に係る調整額 937 247

その他の包括利益合計 △1,262 15,121

四半期包括利益 △22,155 82,350

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △22,155 82,350

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（単位：千円）

オペレーション
支援事業

農業支援事業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
2,284,393 1,043,927 3,328,320 － 3,328,320

外部顧客への売上高 2,284,393 1,043,927 3,328,320 － 3,328,320

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 20 20 △20 －

計 2,284,393 1,043,948 3,328,341 △20 3,328,320

セグメント利益又は損失

（△）
742,647 △83,180 659,467 △680,068 △20,601

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年12月１日　至　2023年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△680,068千円には、セグメント間取引消去1,067千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△681,135千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

オペレーション
支援事業

農業支援事業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
2,605,836 1,402,187 4,008,023 － 4,008,023

外部顧客への売上高 2,605,836 1,402,187 4,008,023 － 4,008,023

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 2,605,836 1,402,187 4,008,023 － 4,008,023

セグメント利益又は損失

（△）
894,283 △59,224 835,059 △713,917 121,141

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年12月１日　至　2024年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△713,917千円には、セグメント間取引消去1,124千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△715,041千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2022年12月１日

至  2023年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2023年12月１日

至  2024年８月31日）

減価償却費 81,589千円 76,832千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年10月３日

イーサポートリンク株式会社

取締役会　御中

三優監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 山本　公太

指定社員
業務執行社員

公認会計士 熊谷　康司

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているイーサポートリンク株式会社の2023年12月１日から

2024年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年６月１日から2024年８月31日まで）及び第３四半

期連結累計期間（2023年12月１日から2024年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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